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随 想

今更 なが ら気にな ることな ど

東京都虎之門診療所 金 子 栄 寿

慶応 の学窓 を辞 し,開 業既 に満6年 にな るが,長 年 の間泌尿器科学教室(講 師8年,助

教授15年)に いたので,色 々と,や つ てみたい と考 えていた研究テ ーv.や りかけたまま

の業績,発 表 せず じまいになつて しまつた ものなど,今 でも様 々と思い 出される.

殊 に論文 につ くり上げて発表 しなければならなかつた ものいわば学会 に対する 「借 り」

みたいなものもあつて,こ の借 りつ放 しの不義理に就 ては,気 に もなり,心 苦 しいものだ

と思つている.

大 平洋戦争 もその初めの頃,今 か ら思 うと,不 思議な くらい,研 究費 に恵 まれ てい て,

支 給 された全額を,ど うして費 うかに,む しろ苦労 した ものだつた,応 召 され て,教 室 に

人が居 な くなつたか らだ.そ れで実験器具 など贅 沢に揃 えた り,実 験動物 も,か な り無駄

にした りして も,そ れで も費いきれ な くて,徴 用のがれの画家 を,ラ ボ ラン トールに雇用

し,こ れで人件費を計上 した りして,支 出額を増 す という具合 だつた.

マ グヌスの装置 も,そ の時 に,こ うして揃 えた実験器具の一 つだつた.生 の臓器を,こ

の装置にかけて,面 白い ように動 くの を観て喜び,特 に,尿 管 と精管の運動 は,キ モグラ

フオンで グラフにす ると,様 々セ)面白い現象が見 られた.

人 間か ら,生 のままの尿管 とか,精 管 を,直 接採取す るなどは,泌 尿器科医だけに出来

る,一 つの特典 みたいなものだつた.殊 に,当 時 は,腎 結核 の治療には,早 期腎摘出が第

一 とい うわ けで
,病 変が少 しも及 んでいない,無 傷の尿管 を手に入れる ことも,割 と容易

だつた.精 管 にしても同 じだ.

それで,こ れ等の材 料に,植 物神経毒 の色々のものを作 用させて,そ の動 きの違 いを,

グ ラフにす ると,き れいな記録が とれた.こ れは,泌 尿器科医だけ しか,完 成出来 ない業

績 だ と,得 意になつた ものだつた.

横 倉氏の学位 論文,「 精管 の運動云 々」 は,こ の時に,ま とめ られた ものだが,尿 管 に

就 ての ものは,遂 に未発表に終つている.泌 尿器科で も,腎 摘 を余 りやらな くなつた現在,

殊 に,病 変 の及 んでいない尿管を手 に入れ ることなど,殆 ど不可能になつた今 と な つ て

は,も う追試 も,不 可能 のこ とか もしれぬ.す ると,こ れ は貴 重な記録 といえ よう.そ れ

が,発 表 もみずに,戦 災で総てをホゴにしてしまつた ことは,戦 時 中の・貴重な研究費 に

対し て,真 に申 し訳のない ことである.

自分の学位論文 であ る,「 早期腎結核」は兎に角 として,長 年教室 にいて も,ま とまっ

た仕事 とい うものをやつていない 宿題報告を受 け持たなかつたせ いで もあ る・一度・済

生会病院 に在勤 中,そ の話 も出たが,故 北川教授が・共 同でやろうと云われたので,気 乗
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りがせず,そ のままになつてしまつた.

29年 の秋 の,関 東東北連合地方会に,横 浜大学 の原田教授の肝 入 りで,特 別講演 をおお

せつかつた.喜 んでお受 けし,撰 んだテーマが,「 女子尿道及びその疾患」であ る・未 だ

それ まで に日本 では同 じテ ーマの,詳 しい研究が泌尿器科領域 にも,婦 人科領域 に も行わ

れていなかつた.そ れで,非 常に興味 を持つて女子尿道 と取 り組 んだ次第であ る・

先ず,女 子尿道 の材料を集めるこ とにした.こ れ は,現 札幌医大の法医学 の教授であ る

八十島氏 のお骨折 りで,当 時氏 が勤 めて居 た,監 察院か ら求 め得 た。かな り貴 重な材 料で

ある.当 時,教 室員だつた票氏 が,組 織学的に これ を研究 し,連 合地方会 で,そ の一 部を

講述するまでには まとめてもらえた.し か し,業 績 とは なつ ていない.こ の研究 は,充 分,

学 位論交 として価値 があるもの と考えたのだが.票 氏は,別 に,教 授か らのテ ーマで学位

を とつている.

日本人の女子尿道 の長 さは確知 され てい なかつた.そ こで当時婦人科 の助手 を していた

細川氏に依頼 して,正 常 ・妊娠 ・婦人科的疾患 と色 々の場合の ものを,詳 し く調べ てもら

つた.こ れ は慶応の婦人科 か ら学位論文 として発表 されていて,婦 人科教室 の業績 になっ

ている.ま た女子尿道 と膀胱及び性器 の位 置的関係 を求 めて,レ 線学的 の研究 を当時 国立

第一病院の婦人科 に居た桜井氏が担当 して くれ た.か な り苦労 して出来た業績 で,勿 論,

学 位論文 として発表 された.

更 に女子尿道 内の細菌 を細菌学 に造詣 の深い当時,川 崎市民病院 の医長 だつた岩 田氏 が

受 け持つて くれ た.氏 の指導で,一 二 の教室員 が,こ れ にたず さわ つたが,完 全 には物 に

ならず,漸 く,日 本鋼管病院勤務 の西蔭 氏が,更 に研究 を重ね て,自 分 が教室 を去つた後

で,論 文 に完成 している.し か し,自 分 の手か らは,全 く離れた ものであ る.

この ような訳 で,業 績 として まとまつた ものがあ り,未 完成 のものがあ り,ま た,業 績

に まとまつた ものも,慶 応泌尿器科教室 に属 するものもあれば,そ うでないもの もある .

そ して,立 派 な業績 に出来上つていて も,こ の中で,自 分の苦 労に報い られ るのは,論 文

末尾の感謝の言葉だけ とい うことになる.何 だかつ まらない ような気がす る.

それ はそ うと特別講演 をひき受けてか ら,1年 と少 しの間のその準備 のた めの苦労 は本

当に身 に こたえた.そ れでい て,講 演 までに 出来 上つた のは,女 子尿道 に就 ての概略 だけ

で ある.色 々の項 目に就 ては,も つ とや らねば ならぬ こ とが沢山残 つている .

その当時,つ くづ く思つた ことは,ま とまつた仕事 とい うもの は,教 授で なけれぱ,到

底やれ るものではない とい うことだつた.助 教授 とい うもの の,職 権 の上で の無 力をよ く

味わ された。あ る意味 で,生 殺 与奪 の権 を持つ者で なければ,人 は動かせ ない し,人 が動

かねぱ,何 も出来 るものではない.

特 別講演は,折 角 ひき受けた ものの,思 うように研究は捗 らない し,そ の期 日は容捨 な

く迫 るし,そ の1年 とい うものは,焦 りとはがゆ さで,世 の総てが,こ んなに も灰色に見

えた ことはない

教室を辞 し,そ して開業 へ と踏 んぎ りがついた の も,こ の特 別講演の苦 しみが誘因 とな

っ てい る.開 業 で,日 々をその方 に追われ て居 ては,到 底 ,「 女子尿 道」 も,完 成 は難か

しいだ ろう 婦人科叢 書の一部 として書 くように云わ れた こともあるが,到 底駄 目だ
.と

なると,講 演の責任 をはた しただけの ことで,尻 切 れ トンボ とい うことにな る.

学 会の御好意で与え られ た・特別 講演 担当の栄誉 も,こ れ では何 にもな らぬ.

これが気にかか るか ら・その折 に集めた多数の文献 も・苦労 して出来たデ ーターも
,机

の上に積んだ ままになつている・片づけ てしまう決心が,未 だにつかないのであ る
,




